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1. はじめに 

 近年コロナウイルスにより観光業の経営は厳しい状況
に置かれていて、少しでも早く復興することが求められ
ている。そこで効果的な観光施策を⾏うために、現在の
観光業の状況についてより早く正確に知る必要がある。 
 総務省と横浜市⽴⼤学は共同研究として、流動⼈⼝デ
ータ[4]を活⽤して宿泊者数の推計を⾏い、宿泊旅⾏統計
調査[3]の公表を近似的に速報化する⽅法を研究してい
る。宿泊旅⾏統計調査とは、国⼟交通省が全国の宿泊施
設を対象に延べ宿泊者数などを毎⽉調査するものであ
る。ここでは各都道府県の⽇本⼈のべ宿泊者数を統計値
と定義する。統計値としては第⼆次速報値というものを
使っていて、現在の⽉より 2 ヶ⽉~3 ヶ⽉前のデータとな
っている。それに対して流動⼈⼝データは 1 ヶ⽉前のデ
ータを⼊⼿できるため、速報性を保つことができる。ま
た、この研究では宿泊者数の説明変数として、指標値と
いうものを定義する。指標値とは流動⼈⼝データの朝 4
時のデータから国勢調査の常住地⼈⼝を引いた値で、宿
泊者数を概算した値である。[1] 

 
図 1 指標値の計算⽅法[1] 

 宿泊者数推計の流れとしては、まず分析に使う統計値
と指標値のデータを揃える。その後回帰分析などの⼿法
を使ってモデルを作成する。最後にモデルを適⽤させて
予測を⾏い、結果の評価を⾏う。 
 この研究の問題としては、分析するのに時間がかかる
こと、データの再現性が保てないこと、開発作業が共同
でやることが難しいことがあげられる。 
 本研究では、MESHSTATS[3]上でプログラマブル API の
発想を通して分析⾃動化プログラム作成をおこなった。 

 
Loger count analysis using programmable API 
Kentaro MOROTA†, Hirosuke OGAWA†, Aki-
Hiro Sato†, Shinzi Matsui‡ 
†Yokohama City University ,  ‡Ministry of Internal 
Affairs and Communications 
 

2. MESHSTATS 

 MESHSTATS とは、⽇本産業規格地域メッシュコー
ド(JIS X0410)の独⾃拡張である世界メッシュコードに基
づく多⾔語対応DIaaS(Data Infrastructure as a Service)で 
ある。[3] 世界メッシュコードとは、緯度経度を基にして

地球上の平面をタイルのようにして区切り、番地のよう

にして番号のようなものを割り振っているものである。

MESHSTATS では世界メッシュコードに紐づいた、その

区域の常住地人口や飲食店の数、標高などのさまざまな

データを保管していて、扱うこともできる。データに基

づく分析などができるアプリケーションの開発や閲覧も

することができて、例えば、該当するメッシュコードの

周辺地域の人口分布などを色付きで理解したり、コロナ

ウイルスの感染者数を自治体ごとに把握して人数を予測

したりすることができる。 

3. 提案手法 

 プログラム全体の流れとしては 2つのプログラムを作
成した。⼀つは⾃動区分線形回帰プログラムで、もう⼀ 
つは分析結果表⽰プログラムである。特に⾃動区分線形
回帰プログラムの部分はプログラマブル API の発想で開
発をしており、2つのプログラムは共同で独⽴に開発し
て動かすことができる。 

 
図 2 プログラム全体の流れ 

3.1 プログラマブル API 

 プログラマブル API とは、API で受け渡す情報をプログ
ラム可能にすることにより、共同で独⽴した開発作業を
⾏えるようにするものである。本研究では R プログラム
で分析した結果を作成し、PHP を通してデータを受け渡
せるように開発をおこなった。 

3.2自動区分線形回帰プログラム 

 宿泊者数の予測の流れとして、まず統計値と指標値を
⽤いて、区分的線形回帰をおこなったモデルを作成す
る。そのモデルを適⽤して結果の反映と評価を⾏う。区
分的線形回帰とは、時系列データのトレンドの切り替わ
りを⾃動で検知を⾏い、区間を分割した上で回帰分析を
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⾏う⽅法である。切り替わる区間を検知するために尤度
⽐検定を⾏う。 

 尤度⽐検定では分割する左右の区間での対数尤度の差
の⼆倍を算出してから p値を算出して尤度⽐検定を⾏
う。p値はモデルパラメータ数の差である 2 を⾃由度と
するカイ⼆乗分布に従う。分割区間を切り替えて、p値
が有意⽔準を棄却するかつ、D(i)が最⼤となる箇所を⾒
つけて分割を⾏うことを繰り返す。 

 
図 3 区分的線形回帰における尤度⽐検定  

 実際の分析では、実数、前年同⽉⽐、対数前年同⽉⽐
の 3種類について分析を⾏う。実数については、指標値
と統計値をそのまま⽤いて区分的線形回帰を⾏う。前年
同⽉⽐分析に関しては指標値と統計値の前年同⽉⽐を⽤
いて区分的線形回帰を⾏う。前年同⽉⽐の予測値を実数
に割り戻した際に、マイナスになる可能性があるため、
注意が必要である。対数前年同⽉⽐分析に関しては、指
標値と統計値の前年同⽉⽐を対数にして 1000 を掛けたも
のを⽤いて区分的線形回帰を⾏う。予測値を実数に割り
戻した際にマイナスになることはない。しかし、戻した
後の値の誤差が⼤きくなってしまうことが懸念される。 

 

 
図 4 京都府の宿泊者数分析の例[1] 

 区分的線形回帰の結果の例として、京都府の 2017 年 1
⽉~2021 年 9 ⽉のデータから 2021 年 10 ⽉の統計値の予
測を実数でおこなった結果は図 4 の通りである。表の④

⑤のモデルが有意⽔準を変えたもので、分割した区間の
中で最新の区間のものを選んでいる。有意⽔準 0.01 の場
合は分割されていないが、有意⽔準 0.05 の場合は分割さ
れた。推計結果としては、分析モデル⑤が乖離率が⼀番
⼩さく、推計値は 113.2万⼈で統計値は 114.9万⼈とな
り、統計値から⾒た乖離率は-1.5%という⼩さい値に収ま
った。 

3.3分析結果の表示プログラム 

 分析の表⽰設定としては、都道府県の指定と年⽉の設
定をすることで分析結果を表⽰できるようにする。ま
た、結果をダウンロードできるようなボタンも設定して
おく。 
 まず API を⽤いて⾃動区分線形回帰プログラムから分
析結果を取得する。その後、結果をまとめてブラウザに
表⽰する。ダウンロードボタンが押された際には csvフ
ァイルで出⼒を⾏う。 

4. まとめ 

 本研究では、宿泊者数の予測分析を⾃動化、
MESHSTATS 上でプログラマブル API機能を設計・実装、
区分的線形回帰のアルゴリズムを API で実装した。今後
の取り組みとしては、分析の完全⾃動化と評価基準の設
定が挙げられる。分析の完全⾃動化についてはプログラ
マブル API を通して⼿作業で⾏われる部分を⼀つ⼀つ取
り除いていきたい。また、評価基準についてはより納得
のいくものを定めていきたい。 
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